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技術センター事業から上海代表処だより Vol.24

　上海代表処の活動も開設から５年目に入っています。この間に中国
と日本の情況は大きな変化の連続であったかと思います。振返ってみ
ますと、２０１０年の上海万博開催の年に代表処が開設され、日中関係も
良好な状態で、中国での事業展開を積極的に検討しようとする企業も
多数ありました。２０１２年９月には日本政府が尖閣諸島を国有化した事
が問題視され、日中関係が大幅に悪化しました。この結果、中国への進
出に対して消極的な企業が増えました。２０１３年からは、情況は徐々に
回復し、国家間は別として最近では中国側も経済、文化交流等を中心
に積極的に改善しようと活発に活動しています。
　経済規模においては、２０１０年に日本と同規模のGDPに到達しました
が、現在では既にその２倍の規模になっています。また、この間、高速鉄
道網や空港などのインフラの整備も目覚ましく、地方への移動も非常に
便利になりました。最低賃金を上昇させ、内陸の各省、都市の開発を
大々的に実行して来ているため、社会も様相が大きく変化し、大気汚染
の悪化、労働力不足などが急速に起こって来ているだけに、企業、個人に
とってもそれに対応する事が大きなプレッシャーとなっているようです。
　しかし、プラス面と捉えると、日本にとって、隣国中国のこの大変化
は、様々な分野で大きなチャンスをもたらすと思われます。

①量的拡大一辺倒から、量の拡大と質の追求へ、ニーズが移行してい
ます。
•日本の高品質な商品、製品が広く求められるようになって来ました。
•高額商品は日本で買って頂き、実用品は食品から装飾品、衣服に至
るまで日本製を売込むなど、それぞれ最適な販売方法を選択し実施
すれば、成功への道が開けるようになって来ています。
②日本が蓄積してきた経験、技術、ノウハウが、中国で必要になって来
ています。
•単なる物の交流だけではなく、サービスを含む、無形の資産を中国
に売込む事が出来るようになり、多くの中国企業がそれを求めてい
ます。従って今後は直接投資をして、一から事業を構築する必要がな
く、相互に得意分野を持ち寄り協業して行くと言う事業モデルが十
分に成り立つようになって来ています。

③文化、観光などの交流も中国の地方政府は注目しており、活動機会
が増えています。
•経済交流だけでなく、人の交流を含むこの様な活動は「百聞は一見
に如かず」の効果が大きく、双方の相互理解を促進する為に必要不可
欠になっています。双方とも実際に相手国を訪問する前と後では大き
く理解度が変わり、その後の諸活動に好影響を及ぼしています。
④投資もかつては日本からの投資が主流でしたが、今後は中国側の
投資を利用して、市場開拓する事を検討できる時代になって来て
います。
•経済規模も日本より大きくなり、アメリカと同規模になりつつある中、
中国は海外への投資にも積極的になっています。日本にも投資をし
たいと考える中国の企業、個人が、ここ１年で非常に多くなっている
ように感じられます。
•中国からの投資で、商品開発、製造を日中双方で促進して、広大な中
国市場を共に開拓するという考えも、相互の得意な分野で実力を発
揮し、共に発展して行くという施策の一つとして検討する価値がある
ように思います。これは製造業のみならず、サービス業、農業に至る
まで、同様の取組み方ができます。

 今後はこうした変化に合わせ、中国への、あるいは中国での取組み方
について柔軟に対応できるように、準備して行きたいと考えています。
色々と皆様のご意見をお聴きし、より役立つ情報の提供と、支援活動を
展開したいと思っておりますので、本年も宜しくお願いいたします。
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近年、電力変換や制御を行う半導体（パワーデバイス）材料には、従来のSi（シリコン）に代わりSiC（シリコンカーバイド）
を活用した、より省エネ型の高効率エネルギー利用システム構築に注目が集まっており、京都においても昨年から、（独）
科学技術振興機構の公募事業に提案・採択された「スーパークラスタープログラム（クリーン・低環境負荷社会を実現す
る高効率エネルギー利用システムの構築）」（ＳＣプログラム）が動き出したところです。
このような中、当センターにおいても、このプロジェクトと連動し、低環境負荷社会の実現、地域企業の活性化と地域産業
の振興に寄与することを目的とする「中小企業SiCパワーデバイス活用研究会」を設立しました。
この度は、当研究会の紹介と活動についてご案内いたします。

中小企業SiCパワーデバイス活用研究会について

　近年、注目を集めつつあるSiCパワーデバイスですが、その真価を発揮するた
めにはSiとは異なる取り扱い方が必要になるなど、技術的な知見・経験が必要と
なってきます。
　そこで当研究会では、
　（A）SiCに関する、基礎的な知識を提供する場として「SiC基礎セミナー」の開催
　（B）実装技術やアプリケーションなどの情報交流の場として「勉強会」の開催
　（C）より具体的な開発対象物へシフトした「専門分科会」の開催
などの取り組みにより、段階的にステージをステップアップした交流の場を提供し
ていくことを考えており、現在までのところ、以下のとおり活動してきました。

　この他、上記の（B）「研究会」や（C）専門分科会の活動も随時開始していくことを考えておりますので、SiCパワーデバイスを活用し
たアプリケーション開発、回路設計等の実践・試作に取り組む意思・意欲のある方のご参加をお待ちしています。

研究会の進め方
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中小企業SiCパワーデバイス活用研究会　― 活動紹介 ―

講 演 者 ： 舟木　剛　氏（大阪大学大学院工学研究科 電気電子情報工学専攻 教授）
タイトル ： SiCパワーデバイスの現状と課題
内　　容 ： SiCパワーデバイスの現在の性能や技術的課題について

①中小企業SiCパワーデバイス活用研究会 キックオフセミナー（７月９日）

講 演 者 ： 中村　孝　氏（ローム株式会社 研究開発本部 統括部長）
タイトル ： SiCパワーデバイス・モジュールの開発と実用化の現状について
内　　容 ： 同社でのSiCパワーデバイス・モジュールの開発状況や今後の製品開発展望

などについて

②第１回SiC基礎セミナー（１０月１４日）

　また、今後は以下のとおり、第２回SiC 基礎セミナーの開催を予定しております。

第１回SiC基礎セミナーの風景

第２回SiC基礎セミナー
日　　時 ： 平成27年1月13日（火）　１4時00分～１6時00分
場　　所 ： 当センター　５Ｆ　研修室
講 演 者 ： 佐藤 伸二　氏（技術研究組合 次世代パワーエレクトロニクス研究開発機構　新材料パワー半導体研究センター）
タイトル ： 「ＳｉＣパワーデバイスを用いたインバータ試作開発の取り組み」
内　　容 ： 同技術研究組合におかれて実施されました、これまでのインバータ試作の取り組みについて


